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男子急性 淋 菌 性 尿 道 炎(以 下淋疾 と略す)は い うま

で もな く性病 の うちの代表的疾患 であ り,性 交 によ り感

染す るの で,社 会的風紀の乱れが著 しい 年 代 に 多 発 す

る。第二次世界 大戦 後世界的 に増加 し,以 後減少 して い

たが,1957年 頃 に再増加 し1),1967年 以降また増加の傾

向を示 して いる2)。と くに10代 の患者 の増加 が欧米で も

本邦 で も社会的 問題 となってい る。

本症 の起炎菌であ るNeisseria ganorrhoeaeはPenicillin

の出現 とと もに自然界 か ら消滅 して しま うであろ うとい

われ る程に,Penicillinは 淋疾 に対 して有効 であった。

しか しPenicillinに よ る アナ フィラキシー ・シ ョックの

ために,医 療過誤 が大 きな社 会問題 となる今 日では,一

般 医家では淋疾 に対 してPenicillinが 使用 され る機 会は

皆無 とな ってい る。 またPenicillinの 本菌 に対す る感 受

性 の低下 も指 摘 されてい る1)3)。 したが って 淋疾を 確実

に治癒せ しめ得 る他 の 薬 剤 の 検 索 が 必 要 に な って く

る。

その意味で著者 ら も諸種抗生物 質について検討 を行 な

って きた4)～8)。

今 回T-1220,191日1回 筋注法 によ り淋疾 に対す る

効果 を検討 したので,そ の成績 について報告す る。

I. T-1220に ついて

T-1220は 富 山化学工業K.K.綜 合研 究所で開発 きれ

た新 しい半合成 ペ ニシ リン系 抗生 物質であ り,ABPCの

誘導体 であ る。 その化学構造 はFig.1の ご とくである。

本剤 はグ ラム陽性およ び陰 姓 菌 に有 効 で,Pseudomones

aernginosa,Klebsiella,Proteusに す ぐれ た抗 菌力 を有す る

とされ てい る。著者 らが検討 した結 果,本 剤の緑膿菌 に

対す る感 受性は極めてす ぐれ た ものであ り,感 受性分布

の ピー クは3.12μg/mlに あ り,ア ミノ配糖体系抗生物

質 に匹敵す る抗菌力を示 した9)。 しかし淋 菌に対 する抗

菌力 は今 の ところ検討 されて いない。

II. T-12201g筋 注時 の吸収 ・排泄

健康成人2名 を対 象 として本剤19を 専用 の溶解液 に

溶解後上腕 外側に筋注 し,30分,1, 2, 4, 6時 問後 の

血 中濃度,2,4,6時 間 までの尿中濃度 な らびに尿 中排

泄量を測定 した。

測定方法 は薄層 カ ップ法を用 い,使 用 培 地 はheart

infusion agar(栄 研)pH7.0,検 定菌 にはPseudomonas

aeruginosa NCTC 10490株 を用いた。

標準曲線 の作製 にあた っては,本 剤純 末 を1/15M,

PBS,pH7.0に 溶 解 し,ヒ ト血清で稀釈 した もの を血中

濃度 測定用,1/15M,PBSで 倍数稀釈 した ものを尿 中涯

度 測定用 とした。

血中 濃度 の ピー クは筋注後30分 に認め られ,2例 平愛

12.25μg/ml,1時 間後9.5μg/ml,2時 間後4.5μg/m

であ るが,4時 間後 には1.2μg/ml,6時 間後 には0.3

μg/mlと 減衰 した (Fig.2)。

尿中排泄量 は2例 平均 で2時 間までに172.8mg, 2～

4時 間 に65.7mg,4～6時 間に16.4mgで あ り,6

時間 までの尿中 回収量 は254.9mg,回 収 率は 25.5%で

Fig. 1 Chemical structure of T-1220
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あ った。尿 中濃度 は6時 間 ま で 最 低70μg/ml,最 高

1,300μg/mlを 示 した (Fig.3)。

III. 投与方法 お よび対象

鹿 児島市内の片平医院,福 崎医院,永 田医院,冨 山医

院を受診 した男子の急性淋菌性尿道炎患 者 を 対 象 と し

て,本 剤1gを1日1回 筋注3日 間投与 す ることを原則

とした。患者は感染機会の問診 と自他覚 所 見 の 確 認 の

後,分 泌液 の塗抹 標本をメチ レン青染色 し,鏡 検 して 白

血球 内双球 菌を確 認 した後,本 剤 が投与 された。念のた

め大部分の症 例では分泌 液を滅菌綿棒 にて トランス グロ

ー培地(Difco)に 塗 抹 し
,35℃ で24時 間培養 し,斜 面

の露滴上 コロニーを確認 した。

本剤投与の対象 となった症例 は22例 であ り,そ の年

齢 は20歳 か ら49歳 に分布 した。

IV. 臨 床 成 績

22例 の男子急性淋菌性尿道 炎に対 す る本剤1日1回1

9筋 注法の成績をTable 1に 示 した。投与 は原則 として

3日 間 とした。

効果判定は分泌液 また は尿 中の淋菌 が,治 療 開始翌 日

を第1日(24時 間)と して,第1日 目に消 失した ものを

緬 菌 学 的 に 著 効(廾)と し,第2日 目に消失 した もの

を有効(+),そ れ以上 経 って消失が確認 され た ものをや

や有 効(±)と した。淋 菌の表示は各視野 多数 の淋菌を

認め る ものを(廾),各 視野 に数 個の ものを(廾)と し,

(+)は 全視野 に数個 の淋 菌 とした。

緬 菌学的効果 は22例 中著効13例(59.1%),有 効5例

(22.7%)で あ り,有 効 率(投 与開始48時 間 までに淋 菌

が消失 した ことが確認 された症例)は22例 申18例(81.8

%)と な る、やや有効3例 であ り,症 例15は4日 目,症

例21は5日 目,症 例22は7日 目に淋菌 の消 失が確 認 さ

れ たが,い ずれ も不規則来院 例であ り,そ れ以 内に淋 菌

が消 失 した可能性 は充分 ある。 これ らを含 める と症 例7

の保 留例を除 き全例淋菌 が消 失 した ことになる。Fig.4

に示 す ごとく,24時 間後 に淋 菌のC"く わずか な残存 を認

めた ものが5例,48時 間後 に認 めた ものが4例 あるが,

24時 間以 内に淋菌の消失 が認 め られ る ものが 多 く,患 者

の追跡 が確 実に きれれば,72時 間以 内に淋菌 は消失す る

もの と思われた。

分泌液 申白血 球の消長はFig.5の よ うに,淋 菌 の消

失よ りも1な い し2日 遅れ る傾向 にあ る。24時 間以 内に

白血球が消失 した もの2例(9.1%),48時 間以内に消失

が確認 され た もの14例(63.6%)で あ り,72時 間以 内

に 白血球が消失 した ものは22例 中15例(68.2%)で あ

った｡

自覚症状 として排 尿痛は22例 中16例(72.m)が 48

時間以 内に,18例(81.8%)が72時 間以 内に改善 され

た(Fig.6)。4日 以 内には19例(86.4%)に 排尿 痛の

消失が認 め られ た。 排膿 の改善 は24時 間後 に分泌液が

粘液性 とな り,48時 間後 には消失す る傾 向がFig.7か

らうかが われ る。4日 以内 に17例(77.3%)の 排膿 消失

が確認 され た。 白血球は(廾)は1視 野20以 上,(廾)は

10～20,(+)は0～10と し,1,000× で観察 した。 白血

球 排尿痛,排 膿 の消長 で臨床効果 を判定 し,す べての

所 見がおお よそ3日 以 内に消 失 した ものを著効(廾),

1～2の 所見が ほぼ3日 以内 に消失 した ものを有 効(+)

とし,他 は 無効 と し た。 臨床効果 は22例 中著効16例

Fig. 2 Serum level of T-1220 
(1 g i. m. n=2)

Fig. 4 Follow up of Gonococcus after administration 

of T-1220

Fig. 3 Urinary excretion of T-1220 

(1 g i. m. n=2)
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(72.7%),有 効5例(22.7%)で あ り,有 効率 は95.5%

とな る。症例13は 淋菌 の消 失が24時 間で得 られて お り

経験的 に著効 とした。今 回の症 例では再燃 と考 え られ る

ものは経験 しなか った。なお今回は淋疾患者 の他覚 的副

作 用の検討 は行な って いないが,自 覚的副作用 は全 く認

め られず,注 射部痛 の訴 えもなか った。

V.考 察

緒 言で述べた ご とく淋疾 の増加 は社 会的問題 であ り,

淋疾 に対 して有効 と考 え られ るPenicillinが 実地医 家に

おいて実際に使用 され ない とい う事実 か ら考 えれ ば,本

症 の治療剤 として種 々の他 の抗生物質 が検討 きれなけれ

ばな らない ことは 当然 とい えよ う。 しか しい っぽ う淋菌

Table 1 Efficacy of T-1220 on acute gonococcal urethritis in man

Fig. 5 Follow up of leucocytes after administration 

of T-1220

Fig. 6 Follow up of micturition pain after admin-

istration of T-1220
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のPenicillinに 対す る耐性 の獲得 とと もに1940年 代 に

み られたPenicillin Gの 本症 に対す るdramaticな 効 果

が得 られ難 くなった事実 は,実 地医 家におけ る非淋菌性

尿道炎 との誤診率 を割 引 い て 考 え て も,米 国Public

Health Serviceに おけ るPenicillin G240万 単位筋注

療法 にお ける治療不成 功率が15%に 達 してい る事実か

ら推定で きる。 他の薬剤 としてはTetracycline系 薬剤

は1960年 代 には95%の 治癒率 であった ものが,現 在 で

は59～93%に 下降 して いるこ とが指摘 されて いる11)。

1965年 か ら1972年 の間 に鹿児 島大学泌尿器科 を受診

した男子淋疾54例 に対 す る検 討で はST合 剤1日6錠

投与,ABPC1日1g, KM1日1g, RFP 1日1.2g

投与群の成績がす ぐれ ていた4)～8)。

国情 の差異 か ら欧米 とくに米国では淋疾に対 して1回

投与法 が試 み られてい る10)11)。われ われ もSpectinomy-

cin1日2g1回 筋注療法 を試 み,有 効 率78.3%の 成

績 を得 たが8),わ が国では淋疾 の徹底的治療 と撲滅 のた

めにoneshot療 法のみでな く追加治療が必要で あるこ

とを述べ た8)。

T-12201日1回19を 原則 として3日 間投与 した今

回の成績 では細 菌学的効果 は全例 に認め られ,48時 間以

内に81.8%が 淋菌の消失を示 し,臨 床的効果 は有効率

95.5%で あ り,本 剤が淋疾 に 充分有効で あるこ とを示

唆 した。淋疾 の治療にあた って は血中濃度が高 いこ とが

必要条件 である ことは既 に指摘 した ところであ り7),本

剤 の静 注が筋 注よ りも高い血 中濃度が得 られ る こと9)か

ら考 える と,静 注投与 を行 な えば,さ らに良好 な成績が

得 られ るもの と期待 され る。

ま と め

22例 の男子急性淋 菌性 尿 道 炎 にT-1220を1日 1回

19筋 注投与 した結果,全 例 に細 菌学的効果が認 められ,

臨床 的効果は95.5%で あ り,本 剤 が淋疾 に有効 な薬剤

である ことを報告 した。
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istration of T-I220
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TREATMENT OF GONOCOCCAL URETHRITIS IN MEN : 

CLINICAL EVALUATION OF INTRAMUSCULAR 

ADMINISTRATION OF T-1220 
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Department of Urology, Faculty of Medicine, Kagoshima University 
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KOICHI NAGATA 

Nagata Clinic, Kagoshima City 

TETSURO TOMIYAMA 

Tomiyama Clinic, Kagoshima City

Intramuscular administration of T-1220 1 g per day was given to 22 cases of acute 
gonococcal urethritis in men visited clinics in Kagoshima city. 

Serum level of T-1220 after 1 g intramuscular injection reached to peak at 12.25 
μg/ml 30 minutes later. Enough concentration of the drug in the urine was also proved.

Disappearance of Gonococci was studied in all cases except a case follow up was 
interrupted. Clinical response was proved at 95.5%. 

T-1220 was thought to be useful for the treatment of acute gonococcal urethritis in 
men. No subjective side effect was noticed.


